


































































































































































































































































































































































































































































































































































































律』の編集部へ送ったものらしい（ 「小引」 ） 。神田はそのさいに原稿にすこし手を加えた。
この作品は、二段組であるが、冒頭にまず「小引」 （短いはしが











































































































































ではいったい誰がなんのために に押し入ったのであろうか。はじめ 人の消息は としてわから かった。やがて警察が事件現場にやってくると、いろいろ見分 た。が、一行 到着する前より、近所の口さがない連中は、未亡人宅のまわりに つま
り、うわさ話に熱中していた。
そうしたおしゃべり屋のなかに、未亡人の家の斜めむかいに住むパン屋がいた。かれは司直の跡から、こっそり家の中 ると、捜査 ようす
をうかがい 外に出ると、待ちかまえていた連中からいろいろ質問をうけた。が あいまいな返事をしてごまかした。野次馬のなかにもう一人、未亡人宅のとなりに住む毛織物屋（洋毛商人）がいて、その夫婦 さも事件のことを知っているかのようにいろいろ語




















































か、とたたみかけて問うと、よんどころない事情で夜逃げせねばならないと う。そう うことに使うのであれば、お貸しできない、というと、イサークはにわかにことばを改め じつは下男といっしょに釣に行きたいと思っているので、どうかお貸し願いたい、というの 、しぶしぶ貸すことにした。
その翌々日の朝、雑貨商は家のうらにある倉庫へ行ったとき、ちょうどイサークと下僕が 運河の岸につないで帰るところであった ふ
しぎなことにかれらは釣道具や手綱などを持っていな ばかりか、舟の中もきれい 状態であった。
イサークはうそをいっており、怪しいとに んだ雑貨商は、小舟をよく調べてみた。する 紙につつまれた一組 銀製のフォークを発見した。
そこでイサーク宅に出むき、そのフォークを目のまえに広げ、問 立てたところ、イサーク夫婦、下僕らは一瞬色をうしない、しどろもどろの答弁をした。
雑貨商の話を聞いた当局は、イサークが小舟を借りたわけを知り、同人宅を捜索し 。すると未亡人宅から盗まれたものの大半が出てきた。も
はや罪は明白になったので、イサークらを逮捕し、取調べを開始した。かれらは口うらを合わせており、いい がれようとし が、話にそごをきたし、危機におち入った。白状におよばなければ、拷問にかけるぞ、とおどす たちまち罪をみ めた。
かくしてニコラース一家のえん罪は明らかになったので、すぐさま釈放になった。しかし、ここで謎として残った は、河岸で発見されたハンカチと、未亡人宅でみつかったオランダ・ジンを買った き支払った税金の領収書



















他言せぬようにといい、一フルデンくれたとい 。少年は右のしだいを石版を使って教師に告げると 教師は手紙の中味を知ってびっくり仰天した。未亡人宅に盗賊が入ったといううわさを聞いており、事件と かかわりがあ 思って注進におよんだのである。
警察は、教師の話を聞いているうちに、未亡人宅を見分に訪れたとき、酒税の受取の紙片をひろい、警察にわたした者が、パン屋であることを
思い出した。またイギリスに逃亡するというリュレル伍長 名前が、手紙のなかで用いられていることなど、謎はふかまるばかりであった。























































































































た二つ 金庫の中から、金銀の貴重品や衣裳などが盗まれ 失った財産は、総額で二千フルデンにもなると推定され 。
しかし、ひとびとは、盗賊らがそれ以上の悪業を働かず、品物をかき回して奪っていかなかったことを知っておどろいた。連中が盗みをやった










































していたのだが、その中に洋毛商人がいた。かれは先にのべた盗賊に入られた未亡人宅のすぐそばの角の家に住んで 。戸口の踏み段のあちこち 人 小さな群れがあり、かれらはお互い事件についてひそひ 話をしていた。洋毛商人もその仲間に入り、いろいろ重大な考えをのべた。
かれは奇妙なことばを口にし、何度もきわどい憶測をつぎつぎと持ち出した。そしてとき
どき思いきって遠方の人に声をかけたり 人や物 ついてそ となくはっきり言及するものだから、子供でさえもいましめるほどであった。かれは 論が出るまで、じぶんの身 回りの人たちとむつまじくして たこと は、ぜい言 要しない また洋毛商人 女房も、通りで大勢の近所の女たちと大きな声で話をし いた。
女たちがふたたび事件についてあれこれ問いたずねあっていたとき、洋毛商人の女房が会
話を独占していることがわかっ 。彼女は何でもよく知ってお 、つぎ ようなことをいって話をおえた。つまり、この事件は驚くに値いしないこと。いずれ盗賊らは、日の暮れないうちに逮捕され、投獄されるであろうと。
彼女の夫は、この事件について他の見物人たちと密談をしていたのだが、その中にユダヤ
















































































































































































くずは、何か意味をもつものであろう ということであった。そのためその者 紙片を司直の手に渡した。その場にあったその紙切れ 通関手続きの証書であった。もしくは買 入れた強い酒にたいして町が課した 税の支払 証書であった。
先にのべたように、その紙切れはあらかた燃えてしまっていた。 して唯一 白い部分、紙切れのいちばん下の端だけは 焼失を免れていた。
燃え残った部分には、収税吏の署名といっしょ 日付が記してあっ 。すなわち、証書が発行され 日付 ついてい 。日付 つい三月十六日のものであった。その他についてはっきりしていた点は、かなり書き入れがあっ ようで、知り合い 収税吏の手蹟のようであっ しか 、 ちばん肝心な点である通関手続をした者 名前、購入 た酒の量 どを記したところが失われてい のである。
Ｍエム
―町では、居酒屋とか宿屋の主人が、町の外から強い酒を購入したいと思ったら、むかしもいまも役所の検分をうけ、当然租税を払う義務が





ることであった。しかし、名前がわかっても、証書の本来の持ち主の氏名がわかるというものではなかった。しかし、だからといってその者が、じぶんで例の場所で紙片を用いたのち、それを捨てたことの証明にはならなかった。それどころか、そのようなことを当人の方でい かげんにして置いたら、人 手に渡る可能性は大であ 。その紙切れは第三者の手により、未亡人宅に持ち込まれ、燃され ものであった。






























すでにその小さい家のくわしい捜査は終っていた。とっく 隅々まで捜査をおえていた。しか 、盗品のリ トに記載されている物は、何 と
































































は自然に解明され、わたしが関与せずとも明らかになると。ところが、これっぽ ちも解明されてはいないのです。連中 無罪であることは疑はしい、と町でうわ になりま た。これまでたくわえてお た事件の証拠も、いささか心 ないものになりました。
ともかく、証拠があれば、ひょっとして事件の解明 つながるかも知れない、と思い した。なぜなら、わが家には銀製の
燭しょく
台だい
（ローソク立
て）が二つと銀製のコーヒーポットが一つあるから す。これらの品々は、つぎに述べるような奇妙な方法で手 入れたものです。
108（29）
オランダの探偵小説「青騎兵とその家族」について
　―
わたしは材木商を生
なり
業わい
としております。わたしの帳簿にはいろいろな顧客の名がありますが、中には借金がかさみ、返済が大いにおくれて
いる者もいます。そういった連中の中に、イサーク・ファン・
Ｅエー
という者がおります。当地の
大フローテ・マルクト
市場
で大工をやっております。わたしはその
者に再三代金を支払ってくれるようにいいましたが、そのつど約束をほごにされました。そこでわたしはついに訴訟を起すことにし、法的な強制手段に訴えて、その者に一あわ吹かせることにいたしました。
わたしの脅迫はすでに半ば功を奏し、つぎのような効果がありました。ファン・Ｅ
エー
は数日悩んだすえ、わたしのもとにやって来て、表ざたにし
ないよう懇願いたしました。なぜなら、わたしはかれの他の債権者らを目覚めさせ、かれを悪党に仕立ててしまうからです。 〔未完〕
